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低湿重粘土水田における汎用化のための下層土の管理
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1　は　じ　め　に

耕起・代かきを省略する水稲不耕起移植栽培は，省力の

他地耐力向上代かき水の流出がないことによる水質保

全などの効果があり，排水性の低い細粒強グライ土水田を

中心に実用化されている。本報では，不耕起栽培を継続し

た場合の土壌理化学性の変化や暗渠疎水材に及ぼす影響を

検討したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）調査圃場：慣行栽培と6年間不耕起移植栽培を継続

している八郎潟干拓地内の農家圃場及び秋田農試大潟農場

内の圃場

（2）土壌二細粒質強グライ土（田川続，土性HC）

（3）不耕起移植：潅水後，専用の不耕起移植機により，

回転ディスクで溝を切りながら中苗を移植した。基肥は．

10a当たりN5厄，P20510kg，K202．5kgを化成肥料を用

いて，移植後に表面散布した。収穫後の稲わらは，圃場表

面に散布した。

（4）慣行移植：ロータリーによる耕起，パディハローに

ょる代かき後移植した。基肥は，不耕起移植と同量を耕起

前に散布し，稲わらとともに作土層に混和した。

3　試験結果及び考察

（1）土壌の化学性

不耕起4年後の全窒素，全炭素含有率の垂直分布を図1，

2に示した。不耕起区における深さ0－5cmの全窒素．全

炭素は，慣行区に比べて明らかに多かった。それ以下の深

さでは減少するものの慣行区と大きな違いは認められなかっ

た。また，図3に示すように不耕起区の可給態バイオマス

窒素量は，深さ5cmまでの表層で多かった。これは，不耕

起区において稲わらや雑草の残虐などの新鮮有機物が作土

に混和されずに開場表面に散布されることによると考えら

れた。

次に，有効態燐酸の垂直分布を図4に示した。不耕起区

の0～5cmでは慣行区に比べて顕著に多く，それ以下の深
さでは大きな違いは見られなかった。この理由としては，

不耕起区では基肥が表面に施肥されることにより，土壌中

で移勤しにくい施肥燐酸が表層に蓄積したためと考えられ

た。また，図5，6に示すように，不排起区では慣行区に
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図1耕起方法の違いが全窒素の垂直
分布に及ぼす影響（農試圃場）
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図2　耕起方法の違いが全炭素の垂直
分布に及ぼす影響（農試圃場）
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図3　耕起方法の違いが可給態バイオマス窒素の
垂直分布に及ぼす影響（農試圃場）
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図4　耕起方法の違いが有効態燐酸の垂直
分布に及ぼす影響（農試圃場）

交換性カルシウム（C80mg／】00g）

600　700　　糾）0　　9〔旧　】α）0　1100

図5　耕起方法の違いが交換性カルシウムの
垂直分布に及ぼす影響（農試圃場）
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図6　耕起方法の違いが土壌pH
に及ぼす影響（農試圃場）

比べて，交換性カルシウムが少なくpHが低かった。八郎
潟干拓地では，作土以下に大量の貝殻が残存するが，不耕

起区では耕起による貝殻の破砕や表層への混入が少ないこ

と，下層への溶脱などがその原因と考えられたが，今後ひ
き続き調査する必要がある。

（2）土壌の物理性

表1に示すように，収穫後の調査では，不耕起栽培の継

続により気相率はいずれの深さにおいても慣行区より増加

した。また，深さごとの土壌硬度を図7に示した。不耕起

区における深さ5－25皿までの土壌硬度は，慣行区に比べ

て大きく，地耐力が増加した。しかし，不耕起栽培6年後

の土壌硬度は2年後のそれとほぼ同等であり，不耕起栽培

の継続による土壌硬度の顔著な増加は認められなかった。

裏1耕起方法が土壌物理性に及ぼす影響（農家圃場）
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図7　不耕起栽培の年数が土壌硬度
に及ぼす影響（農家圃場）

（3）暗渠疎水材の変化

表2には，暗渠の集水管上に疎水材として充填された籾

殻への泥土の混入率を示した。不耕起区では籾殻への泥土

の混入率が慣行区に比べて覇者に少なく，排水機龍が持続

することが明らかになった。

裏2　暗渠直上の深さ40C皿でのモミガラの泥土率（％）
（暗渠施工8年後；農家開場）

区
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4　ま　と　め

これまで，八郎潟干拓地のような細粒強グライ土では．

水稲栽培の継続によって透水性が低下して根圏環境が悪化

することが多かった。主な要因としては，耕起・代かきに

より土壌の団粒が破壊されて分散した土壌粒子が暗渠につ

ながる亀裂をふさいでしまうことである。それに対して不

耕起移植栽培では本報で示したように，土壌構造が維持さ

れて物理性が改善させることに加えて暗渠の機能が持続す

ることから，土壌改良効果が高いことが明らかである。し

かし，化学性の面では有効態燐酸や交換性カルシウムのよ

うに土壌中での分布が不均一になる養分もあることから，

今後さらに調査を続けて，不耕起栽培の継続可能年数を判

定する必要がある。
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